
工事名

路線名

工事場所

図面名称

縮　尺 図面番号

安　城　市　建　設　部　土　木　課

郷東川

図　示

平面図・断面図

平　面　図（S＝1：500）

安城市安城町地内ほか

準用河川郷東川ほか

準用河川維持工事（郷東川ほか）
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A-A'断面図（S＝1：100）

仮締切工

大型土のう　N=5袋

構造物撤去工　L=6.0m

ふとんかご B1200×H500

敷鉄板撤去・復旧　N=4枚

1524*3048

袋詰玉石工　N=12袋

防護柵撤去・復旧　L=8.0m
Gr-C-4E

除草工　A=18.0m2

B'B

右岸　　　　左岸

C'
C

汚濁防止フェンス　L=7.0m
3.5m*2
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中詰材　約0.63m
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石詰後出来形設計値石詰前製品構造図

※製 品 色：モスグリーン

※網地強度：450Ｎ/本以上

網地：再生ポリエステルラッセル網

※網目25mm（2重網)

吊りロープφ6mm 口絞りロープφ6mm

補助ロープφ6mm

底絞りロープφ9mm2300

1
80
0

直径φ1.5×高さＨ0.35　【m】

1.5ｍ

0.
35

m

(注)出来形は中詰め材の粒径・形状により変動します。

網地：再生ポリエステルラッセル網

※網目25mm（2重網)
※網地強度：450Ｎ/本以上

粒径：50～200ｍｍ

※この寸法は、石の粒径・形状・移動状況により変動します。

袋詰玉石工　袋材　一般図

参考図

構造物撤去工　L=6.0m　N=6かご
ふとんかご B1200×H500

上流下流
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防護柵撤去・復旧
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袋詰玉石工
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ふとんかごの中詰材を
袋詰玉石工の中詰材として
流用すること。（1.1m3/かごを想定）
ふとんかごの鉄線（10.1kg/m）は
現業事務所へ搬出すること
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断面図

安城市安城町地内ほか

準用河川郷東川ほか

準用河川維持工事（郷東川ほか）
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B-B'断面図（S＝1：50）

床掘　A=1.09m2

埋戻　A=0.62m2

12001100

350

C-C'断面図（S＝1：50）
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D-D'断面図（S＝1：50）

床掘　A=0.24m2

埋戻　A=0.09m2
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床掘　A=0.24m2

埋戻　A=0.09m2
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吸出し防止材　L=3.9m
合繊不織布　t=10

吸出し防止材　L=3.6m
合繊不織布　t=10

吸出し防止材　L=3.2m
合繊不織布　t=10



標 準 断 面 図 Ｓ=1:100
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参考図
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図　示

平面図・標準断面図

安城市安城町地内ほか

準用河川郷東川ほか

準用河川維持工事（郷東川ほか）
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構造物撤去（右岸）

　□150*2000＠1500
・既設柵板杭　N=10本

・既設柵板　　N=44枚
　1500*300*50
・笠コンクリート
　A=0.06m2　L=16.5m

袋詰玉石工袋詰玉石工

吸出し防止材
合繊不織布 t=10

L=3.9m
吸出し防止材
合繊不織布 t=10

L=3.9m

埋戻し A=2.1m2
床掘り A=4.0m2

埋戻し A=1.7m2
床掘り A=3.6m2

植生工
W=2700

法面整形
除草工

植生工

W=2800

法面整形
除草工

汚濁防止フェンス　L=6.4m
3.2m*2
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仮締切工
大型土のう　N=7袋

構造物撤去（左岸）

　□150*2000＠1500
・既設柵板杭　N=4本

・既設柵板　　N=20枚
　1500*300*50
・笠コンクリート
　A=0.06m2　L=7.5m
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平　面　図（s=1:1000）
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袋詰玉石工　袋材　一般図

中詰材　約0.63m
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石詰後出来形設計値石詰前製品構造図

※製 品 色：モスグリーン

※網地強度：450Ｎ/本以上

網地：再生ポリエステルラッセル網

※網目25mm（2重網)

吊りロープφ6mm 口絞りロープφ6mm

補助ロープφ6mm

底絞りロープφ9mm2300

18
00

直径φ1.5×高さＨ0.35　【m】

1.5ｍ

0.
35

m

(注)出来形は中詰め材の粒径・形状により変動します。

網地：再生ポリエステルラッセル網

※網目25mm（2重網)
※網地強度：450Ｎ/本以上

粒径：50～200ｍｍ

※この寸法は、石の粒径・形状・移動状況により変動します。

既設護岸の取壊しで発生したコンクリート殻を、袋詰玉石工の中詰材として流用すること



A-A'断面図(S=1/100)

小川町岩根
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石詰後出来形設計値石詰前製品構造図

※製 品 色：モスグリーン

※網地強度：450Ｎ/本以上

網地：再生ポリエステルラッセル網

※網目25mm（2重網)

吊りロープφ6mm 口絞りロープφ6mm

補助ロープφ6mm

底絞りロープφ9mm2300

1
80
0

直径φ1.5×高さＨ0.35　【m】

1.5ｍ

0.
35

m

(注)出来形は中詰め材の粒径・形状により変動します。

網地：再生ポリエステルラッセル網

※網目25mm（2重網)
※網地強度：450Ｎ/本以上

粒径：50～200ｍｍ

※この寸法は、石の粒径・形状・移動状況により変動します。
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平場ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去（両側）　V=0.2m3
片側：B=1000　L=1100　t=100

1000
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A'
A

平面図(S=1/1000)

10.601（堤防高）

HWL.9.86

6.809（フリューム天端高）

10.170（管底高）

ﾌﾘｭｰﾑ撤去　L=2.0m

BF2-300

（撤去）

1100

A-A'断面図(S=1/100)

正面図(S=1/100)
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HWL.9.86

2
40

（設置） 10.601（堤防高）

10.170（管底高）

コンクリート工（両側）　V=0.2m3
片側：B=1000　t=240　L=500
18-8-25BB
金ごて仕上げ

500

除草工　平均W=3000

袋詰玉石工　袋材　一般図

参考図

平場コンクリート撤去　V=0.2m3
ﾌﾘｭｰﾑ撤去　L=2.0m

吸出し防止材
合繊不織布 t=10

L=3.5m

コンクリート工　V=0.2m3
袋詰玉石工　N=8袋

床掘　A=1.7m2

工事名

路線名

工事場所

図面名称

縮　尺 図面番号

安　城　市　建　設　部　土　木　課

図　示

平面図・断面図

安城市安城町地内ほか

準用河川郷東川ほか

準用河川維持工事（郷東川ほか）
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仮締切工　L=9.3m
土のう　A=3.7m2

汚濁防止フェンス設置　L=26.4m

13.2m*2

撤去構造図

BF2-300

A=0.03m2

袋詰玉石工

撤去 存置
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既設構造物の取壊しで発生したコンクリート殻を、袋詰玉石工の中詰材として流用すること

3@
3
50
=
7
00

発生土の一部は郷東川の現場で
大型土のうの中詰材として使用後に処分すること


